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下
表
の
と
お
り
選
手
が
走
り
ま
す
。

選
手
の
安
全
確
保
の
た
め
、
車
両
の

通
行
を
制
限
す
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
選
手

へ
の
温
か
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

午
後
１
時
　
津
屋
崎
小
学
校
ス
タ
ー

ト問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推
進
課
☎
６

２
・
５
０
７
９

福
津
市
成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
津
。
こ
の
福
津
と
い
う
「
郷
」

で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
地
域
を
育
て

て
い
け
た
ら
。
そ
ん
な
思
い
で
作
っ
て
い
る
、
こ
の
「
郷
育
か
わ

ら
版
」。「
郷
育
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
事
業

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も一緒
に
「
郷
育
」
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
　

新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
る

た
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
平
成
31
年
１
月
20
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

対
象
　
低
学
年
の
部
　
小
学
１

〜
３
年
生
、
高
学
年
の
部
　
小

学
４
〜
６
年
生
　※

か
る
た
は

３
人
１
組
で
の
参
加

問
い
合
わ
せ
　
市
子
ど
も
会
育

成
会
連
合
会
事
務
局
☎
５
２
・

１
１
７
２
　※

火
曜
日
の
正
午

〜
午
後
３
時
と
土
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

　
平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）の
成
人

式
へ
向
け
て
、
新
成
人
た
ち
が
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。司
会

進
行
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
担
当
な
ど
、

役
割
分
担
を
し
、
一
生
の
思
い
出
に

残
る
成
人
式
を
創
り
上
げ
よ
う
と

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
20
年
間
、
自
分
に
は
人

よ
り
優
れ
た
能
力
が
無
く
て
も
、
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
き

ま
し
た
。
最
初
は
実
行
委
員
長
の
器

で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
最
後
を
飾
る

に
ふ
さ
わ
し
い
成
人
式
に
し
ま
す
。

企
画
編
集
　
市
郷
育
推
進
課
☎
６
２
・
５
０
７
８

平
成
最
後
の
成
人
式
に
向
け
て

〜
実
行
委
員
長

　
　
田
中
翔
太
さ
ん
よ
り
〜
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▲真剣な表情で将棋を指す子どもたち

ご
う
い
く

【
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
】

 

昔
あ
そ
び

　
昔
の
遊
び
を
体
験
し
て
み
よ

う
。
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
を

作
っ
た
り
、
あ
や
と
り
や
お
手

玉
に
挑
戦
し
た
り
で
き
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
1
月
12
日

（
土
）
午
後
２
時
〜

場
所
　
多
目
的
室

定
員
　
10
人

対
象
　
小
学
生

 

お
は
な
し
会
（
予
約
不
要
）

場
所
　
親
子
読
書
室

●
お
は
な
し
の
国

日
時
　
平
成
31
年
1
月
９
日

（
水
）
午
前
11
時
〜

●
お
ひ
さ
ま
の
う
た
サ
ー
ク
ル

日
時
　
平
成
31
年
1
月
12
日

（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜

●
た
ん
ぽ
ぽ
語
り
の
会

日
時
　
平
成
31
年
1
月
26
日

（
土
）
午
前
11
時
30
分
〜

 

映
画
上
映
会
（
予
約
不
要
）

　
吉
永
小
百
合
主
演
の
「
伊
豆

の
踊
子
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
1
月
23
日

（
水
）
午
後
１
時
〜

場
所
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室

定
員
　
50
人

郷育カレッジ
受講生募集

　郷育カレッジでは、地域の「ひと、もの、こと」を
題材に、ふるさと、健康福祉、環境、生きがいなどさ
まざまな分野の講座を開催しています。

　年度途中からの入校も可能です。定員に空きがある
講座は、いくつでも選べます。まだ申し込みが可能な
講座を紹介します。

開講期間　平成31年３月まで
対象　小学生以上で市内に在住、通勤、通学している人
入学金　500円（初年度のみ）
年会費　大人1,000円、高校生以下300円
※費用が別途必要な講座もあります。

　詳しくは、市公式ホームページの
郷育カレッジ講座一覧や公共施設
に置いている冊子で確認できます。

　受付、問い合わせ
市郷育推進課☎６２・５０７８

　おしゃべりカフェは、みんなの広
場。自由なテーマで聴いて、話して、
お茶飲んで。あっという間に物知り
に！

おしゃべりカフェ②
13:30～15:30　宮司コミュニティセンター

23
1/ 水

　そもそも「男女がともに歩むまちづ
くり」ってなんだろう？世界から見た
日本の状況や福津市の状況などを学び
ます。

学ぼう！男女がともに歩むまちづくり
10:00～11:30　市中央公民館

10
1/ 木

▲成人式開催に向けてアイデアを出し合う実行委員たち

津屋崎小学校(スタート)

津屋崎漁協前(第1中継所)

東郷神社前(第2中継所)

白石浜海水浴場入口(第3中継所)

勝浦ビニールハウス前(第4中継所)

消防格納庫前(第5中継所)

津屋崎小学校(ゴール)

1区　4.90㎞

2区　1.69㎞

3区　3.96㎞

4区　3.49㎞

5区　2.91㎞

6区　3.60㎞

※恋の浦海岸付近の楯崎神社前から東郷神社前までの県
道は、13：10～13：50の間車両の通行が制限されます。

各 区 区 間各 区 区 間 選手の
通過予定時刻

13:00～13:30

13:15～13:40

13:20～14:05

13:35～14:25

13:45～14:40

13:55～14:50

14:10頃(先頭)

●●●●●●●●●

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

図
書
館

☎
７
２
・
１
２
０
７

市
子
ど
も
会

育
成
会
連
合
会

こ
の
子

み
て
ん
し
ゃ
い
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

1位 2位
田　哲雄
猪俣　征雄
松尾　文雄
牛垣　　徹
上別府辰引
桜井　峰治
中島　賢明
髙島　正憲
内田　義徳
上野　象三
松本三知男

福田　　豊
魚住　洋二
田中　英則
井本　雅文
石井　隆夫
中嶋　　一
佐藤　亘弘
本畑　通明
田中　敏一
相部　清人
白石　尚史

囲碁・将棋大会
市内の囲碁・将棋同好会の 10 月の例会結果です

紙面の都合上、上位者のみの掲載です。　　　　 （敬称略）

福津市実年囲碁会

連 満生　忠雄 ☎43・2420

次回は、1月8日（火）、1月22日（火）
10：00受付締め切りで、市中央公民
館和室で開催します。

次回は、1月20日（日）9：50受付締
め切りで、市中央公民館和室で開
催します。

1
2
3
4
5
6
7

1位 2位
猪俣　征雄
吉田　幸博
松本　正美
堺谷　光男
林田　健介
本畑　通明
内田　義徳

向井　麻郎
福田　　豊
千綿　　勝
藤井　　修
永島　和美
柴田　　広
堺　　高之

連 井本　雅文 ☎090・9796・1099

福津市囲碁会

次回は、1月12日（土）10：00から
大和町公民館で開催します。

A
B
C
D
E

1位 2位
北原　秀誠
松田　滝男
大隈　義和
染森　和治
安松　辰男

春日　久行
佐藤幸四郎
秋山　元治
仲上　徹志
井上　安高

連 村上　良明 ☎080・3973・8932

福津市将棋同好会

次回は、2月3日（日）9：30から福津
市文化会館で開催します。

連 永島　和美 ☎52・5610

津屋崎囲碁同好会

1位 2位
A
B
C
D

岩谷　　巌
井本　雅文
佐藤　亘弘
西住　弘久

今丸　　滇
石松　良治
富永　　寛
田中　敏一

　市
内
の
愛
好
会
の
か
た
の
作
品
で
す
。一
般
投
稿
の
締
め
切
り
は
、前
月

15
日
で
す
。

受
付
　市
中
央
公
民
館
　☎
4
3・2
1
0
0
　F
A
X
4
3・2
8
6
8

【
虹
の
会
】

　
好
奇
心
今
日
も
何
か
を
探
す
旅

　
秋
空
に
町
内
会
の
旗
を
振
る

　
ぼ
ん
や
り
と
カ
モ
の
群
れ
追
う
秋
昏
れ
る

　
太
陽
も
夕
焼
け
の
時
恋
を
す
る

　
さ
く
ら
組
入
場
門
に
ビ
デ
オ
向
け

　
短
い
足
組
ん
で
も
す
ぐ
に
ほ
ど
け
ま
す

　
に
ん
じ
ん
と
呼
ば
れ
る
ア
ン
の
た
く
ま
し
さ

　
神
宿
る
世
界
遺
産
の
町
に
住
む

　
耳
底
の
汽
笛
と
昭
和
遠
く
な
る

　
平
成
の
海
を
汚
し
て
い
く
ヒ
ト
科

　
ぼ
ん
や
り
と
黄
泉
へ
行
く
道
見
え
隠
れ

　
言
い
勝
っ
て
ス
ッ
キ
リ
感
の
な
い
目
覚
め

　
雑
音
の
街
に
帰
ら
ぬ
猫
探
す

　
の
し
掛
か
る
本
が
重
い
か
反
抗
期

　
盟
友
の
凛
と
し
た
背
に
菊
薫
る

　
あ
き
ら
め
の
悪
い
小
石
に
ま
た
転
ぶ

　
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
あ
の
日
の
友
は
ど
こ

　
ゆ
っ
く
り
と
ク
レ
ヨ
ン
の
蟹
歩
き
出
す

　
寝
転
べ
ば
空
を
支
え
て
い
る
両
手

【
わ
た
つ
み
短
歌
会
】

　
水
車
小
屋
テ
レ
ビ
に
見
つ
つ
ふ
る
里
の

　
水
車
の
音
は
今
も
耳
に

　
ハ
ロ
ウ
イ
ー
ン
も
ク
リ
ス
マ
ス
も
私
に
は
意
味
が
な
い

　
空
に
拡
が
る
鰯
雲
は
良
い

　
朝
歩
き
の
垣
根
に
盛
る
コ
ス
モ
ス
の

　
一
輪
つ
め
ば
我
れ
花
盗
人

　
淡
色
の
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
秋
風
に
揺
れ

　
危
険
な
暑
さ
の
夏
よ
さ
よ
な
ら

　
コ
ス
モ
ス
の
花
群
れ
ゆ
れ
る
畑
に
い
て

　
な
か
な
か
つ
か
め
ぬ
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

　「
ほ
っ
こ
れ
は
」。秋
天
群
青
の
端
か
ら
端
へ

　
白
紗
の
雲
は
斜
に
流
れ

【
一
般
投
稿
】

　
立
冬
の
干
潟
に
群
れ
る
小
鳥
か
な

　
草
取
り
の
帽
子
か
す
め
る
赤
と
ん
ぼ

　
亡
き
夫
に
心
よ
せ
合
い
秋
惜
し
む

　
休
肝
日
つ
べ
こ
べ
言
っ
て
日
延
べ
す
る

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
待
つ
水
面
の
風
と
鵙
の
声

　
自
己
啓
発
老
い
に
は
老
い
の
夢
が
あ
る

　
桐
一
葉
何
と
も
知
れ
ぬ
重
さ
か
な

　
夏
が
去
り
秋
の
気
配
を
お
茶
と
汲
む

　
山
茶
花
や
ま
だ
遠
慮
し
て
二
つ
三
つ

　
冬
枯
や
サ
ン
ク
ス
の
庭
春
待
ち
ぬ

　
柿
落
葉
鈴
な
り
の
実
の
侘
し
け
り

　
何
も
か
も
昔
の
夢
今
朝
の
露

　
喜
寿
を
す
ぎ
猫
の
手
借
り
る
師
走
な
し

　
カ
サ
カ
サ
と
踏
む
の
も
お
し
い
落
葉
か
な

　
冬
の
蝶
玉
葱
苗
植
ゆ
る
傍
に
飛
ぶ

　
亡
き
人
に
悔
み
切
れ
ず
に
な
な
か
ま
ど

　
朝
焼
け
の
彩
雲
の
下
孫
の
乗
る

　
巡
視
船
見
ゆ
福
江
の
港

　
二
足
歩
行
四
足
歩
行
三
足（
杖
）は

　
霊
長
類
の
智
慧
に
あ
ら
む
と

　
ル
ノ
ワ
ー
ル
の「
イ
レ
ー
ヌ
」見
た
さ
に
ツ
ア
ー
参
加

　
モ
ネ
ー
の
水
蓮
二
枚
は
パ
チ
リ

　
カ
ー
・
ナ
ビ
の
西
郷
川
の
直
線
は

　
海
へ
届
け
り
車
窓
の
風
花

　
雨
の
日
は
思
い
つ
き
に
て
引
き
出
し
の

　
整
理
し
な
が
ら
何
か
ふ
く
ら
む

樫
根
　
わ
子

柳
沼
さ
く
ら

白
川
　
善
教

藤
本
　
　
心

空
谷
　
弘
道

安
井
　
秀
子

細
野
　
　
槙

下
釜
　
　
京

栁
田
　
凉
子

小
林
ふ
み
香

百
武
　
海
子

井
上
　
國
治

河
内
や
す
こ

水
谷
そ
う
美

山

本

　

忠

長
井
す
み
子

中
山
　
き
え

中
村
ま
り
こ

宮
本
ち
ど
り

野
部
フ
ク
ヨ

山
形
　
四
郎

北
富
れ
い
子

島
﨑
　
　
渚

銭
花
　
治
代

富
田
　
浮
風

古
賀
新
太
郎

安
部
　
敏
朗

宮
本
　
　
瞳

都
合
　
ス
ミ

藤
井
　
和
子

中
原
　
恵
子

佐
々
木
冴
子

中
島
　
久
次

本
間
　
碧
水

佐
藤
　
碧
晶

吉
川
　
碧
境

森
脇
　
一
枝

土
反
田
　
潮

江
口
　
信
子

川
本
　
幸
重

篠
原
　
房
義

坂
口
　
怜
子

方
木
　
修
一

阿
部
　
英
子

佐
々
木
和
彦

徳
永
タ
ミ
子

（
敬

称

略
）

投
稿
す
る
場
合
、氏
名
と
作
品
の
常
用
漢
字

以
外
等
に
は
、必
ず
振
り
仮
名
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

じ
　
こ 

け
い
は
つ

か
ざ
ば
な

な
え 

う

ち
ょ
う
た
　
ま

い
に
し
え

み
な
も

と

そ
ば

か
　
ぜ

あ
わ
い
ろ

も
ず

は
す
か
い

は

は
く

（
小
四
）

　奇数月の第３土曜・日曜日は「地域の日」
です。地域で活躍している団体などを紹介し
ます。地域の活動に参加しませんか。あなた
の団体もご紹介ください。

地 域 の 日
●市郷育推進課　☎62・5078

郷育カレッジ講座開催

▲絵付けに夢中の受講生

　郷
育
カ
レ
ッ
ジ
講
座
「
津
屋
崎
人

形
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
よ
う
」
を

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
で
開
催
し
ま
し

た
。
最
近
テ
レ
ビ
で
話
題
と
な
っ
た

モ
マ
笛
が
完
売
中
の
津
屋
崎
人
形
。

講
師
の
原
田
誠
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導

の
も
と
、
受
講
生
は
来
年
の
干
支
で

あ
る
亥
の
土
鈴
に
思
い
思
い
の
絵
付

け
や
文
字
入
れ
を
行
い
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
土
鈴
を
完
成

さ
せ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

あじさいロード
［地域婦人会だより］

認
知
症
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
婦
人
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

１
家
族
で
抱
え
る
の
で
は
な
く
「
地
域
で
支

え
あ
っ
て
い
く
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　
併
せ
て
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
講
習
も
あ
り
ま
し
た
。
万
一
の
場
合

に
遭
っ
た
時
は
、
あ
わ
て
な
い
で
冷
静
に
、

周
り
の
人
へ
協
力
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
市
地
域
婦
人
会
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
に

よ
る
健
康
生
活
支
援
の
研
修
会
や
、
防
災
食

の
作
り
方
や
試
食
な
ど
、
身
近
な
こ
と
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
乙
藤
☎
４
２
・
０
１
５
７

　
「
地
域
で
支
え
る
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
習
会
を
10
月
15
日
、
市
役
所
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
日
本
赤
十
字
社
県
支

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
婦
人
会
員
ら
37
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
、
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
５

人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

原
因
や
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
も
し
、
身

近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
は
、
①
驚
か

せ
な
い
、
②
急
が
せ
な
い
、
③
自
尊
心
を
傷

つ
け
な
い
、
の
３
つ
の
「
な
い
」
が
大
切
で

す
。
患
者
の
尊
厳
を
守
り
な
が
ら
、
事
情
を

把
握
し
て
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
事
で
、

福
間
東
支
部
　
鈴
木
郷
恵

　アンビシャス広場とは、子どもたちが放
課後や休日に地域で安心して立ち寄るこ
とのできる「居場所」です。

勝浦アンビシャス広場

みんなおいでよ

●市郷育推進課　☎62・5078

　秋
晴
れ
の
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
手
で
植
え
て
い
た
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
苗
は
地
域
の
人
か

ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
小
さ
な

苗
が
土
の
中
に
大
き
く
根
を
伸
ば
し

て
い
る
様
子
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち

は
「
す
ご
い
！
大
き
い
！
」
と
驚
き

の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
植
物
の

不
思
議
や
収
穫
の
楽
し
さ
を
身
体

い
っ
ぱ
い
に
感
じ
ら
れ
る
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
の
人
の
協
力
を
得

て
、
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
も
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

▲夢中になってピーナッツを収穫しました
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